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１ 環境モニタリング調査地点図 

平成２６年度環境モニタリングの調査地点を下図に示す。 

現地調査地点 
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２ ①下代瀬 

（１）下代瀬での総合的な調査(1/2) 

下代瀬では、セグメントスケールの「1 通常調査」に加え、リーチスケールの「2 詳細なメッシュ分割調査」及び「3 アユの産卵場・採餌場調査」を実施しているので、これらの調査結果を併

せて総合的に評価する。 

【凡例】 

：陸域のコドラート設置地

：水際のコドラート設置地

（出典：国交省八代河川国道事務所平成

リーチスケールの「2 詳細なメッシュ分割調査」 

コドラート調査結果

70

小礫

はまり石02010

状態大礫中礫砂比率

(%) 70

小礫

はまり石02010

状態大礫中礫砂比率

(%)

30

小礫

浮石203020

状態大礫中礫砂比率

(%) 30

小礫

浮石203020

状態大礫中礫砂比率

(%)

2mm以下（砂） 2～16mm（小礫）
16～64mm（中礫） 64～256mm（大礫）

コドラート調査 

・河床を 10m(横断方向)×50m(縦断方向)にメッシュ分割し、その交点にコドラートを設定して、コドラート内の粒径分

類を行う。 

セグメンントスケールの「1 通常調査」 

(1) 粒度組成調査：出水後に年 1回、15k600 の横断線上で河床の土砂を採取し、粒度分析を実施する。 

(2) 鳥類調査：年 4回、ラインセンサス法及び定点観察法による調査を実施する。 

(3) 魚類調査：年 3回、投網、タモ網、サデ網、セルびん、刺網、定置網による調査を実施する。

(4) 底生動物調査：年 2回、定量採集及び定性採集による調査を実施する。 

(5) 植物相調査：年 3回、調査地区を歩き目視確認による植物相調査を実施する。なお、植生図作成のため

の確認調査を含む。（H27,H30） 

(6) 付着藻類調査：年 2回、浅瀬から石表面の付着物を採取し、付着藻類の同定・計数、強熱減量・クロロ

フィル a・フェオフィチンの分析を行う。 

(7) 河川物理環境情報図作成調査：年 1回(非出水期)、高水敷及び水際を踏査し、目視により、河床材料の

大きさ・河床型・はまり石などの河床状況を調査する。 （3）調査時期 

2 月に実施予定。 
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２ ①下代瀬 

（１）下代瀬での総合的な調査(2/2) 

リーチスケールの「3 アユの産卵場・採餌場調査」のうち【ⅰ浮き石の状態、ⅱ現地の溶存酸素濃度】 

重点的な 

調査区域 

【凡例】 

●：重点的な調査区域の調査地点 

○：非重点的な調査区域の調査地点 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

● 
● 

● 

● ● 

出典：国土交通省八代河川国道事務所（平成 23 年 12 月撮影） 

出典：国土交通省八代河川国道事務所（平成 23 年 12 月撮影） 

重点的な 

調査区域 

【凡例】 

●：重点的な調査区域の調査地点 

○：非重点的な調査区域の調査地点 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● ● 
● ● 

● 

【ⅰ浮き石の状態】 

・既往調査においてアユの‘はみ跡’が

広い区域にわたって確認されている

下代瀬の左岸 15/400～15/500 を調査

箇所として選定した。ただし、下代瀬

の下流は、産卵場と採餌場の両方が存

在するため、「重点的な調査区域」と

し、調査地を密に設定することにし

た。したがって、浮重点的な調査区域

で 5地点以上、それ以外で 5地点以上

の計 10地点以上で調査を実施する。 

・シノを用いた貫入度測定により行う。

調査方法は、以下に示す『アユの産卵

場づくりの手引き』(平成 5年 3月、

全国内水面漁業協同組合連合会)に準

拠する。 

・工事の影響を評価するために、工事前

の 10月上旬と工事終了後の 6月に各

1回調査する。

【ⅱ現地の溶存酸素濃度】 

・既往調査においてアユの‘はみ跡’が

広い区域にわたって確認されている

下代瀬の左岸 15/400～15/500 を調査

箇所として選定した。ただし、下代瀬

の下流は、産卵場と採餌場の両方が存

在するため、「重点的な調査区域」と

し、調査地を密に設定することにし

た。したがって、重点的な調査区域で

6地点以上、それ以外で 6地点以上の

計 12地点以上で調査を実施する。 

・多項目水質計による現地測定を行う。

なお、陸上部については、中州内の土

砂を 70cm 程度掘り下げた後、濁って

いる状態の水を測定する。 

・工事の影響を評価するために、工事前

の 10月上旬と工事終了後の 6月に各

1回調査する。 

リーチスケールの「3 アユの産卵場・採餌場調査」のうち【ⅲ明暗ビン中の溶存酸素濃度】 

重点的な 

調査区域 

【凡例】 

●：重点的な調査区域の調査地点 

○：非重点的な調査区域の調査地点 

● 
● 

○ 

○ 
St.1 

St.2  

St.3 

St.4 

出典：国土交通省八代河川国道事務所（平成 23 年 12 月撮影） 

【ⅲ明暗ビン中の溶存酸素濃度】
・既往調査においてアユの‘はみ跡’が

広い区域にわたって確認されている

下代瀬の左岸 15/400～15/500 を調査

箇所として選定した。ただし、下代瀬

の下流は、産卵場と採餌場の両方が存

在するため、「重点的な調査区域」と

し、調査地を密に設定することにし

た。したがって、重点的な調査区域で

2地点、それ以外で 2地点の計 4地点

で調査を実施する。 

・礫上の付着藻類を日光の当たる採水ビ

ン(明ビン)及び日光の当たらない採

水ビン(暗ビン)の中に封じ込め、一定

時間放置後に、明暗ビン中の酸素量の

収支から間接的に光合成量を算定す

る。 

・工事の影響を評価するために、工事前

の 10月上旬と工事終了後の 6月に各

1回調査する。 

図 明暗ビン 

左が明ビン、右が暗ビン



5 

２ ①下代瀬 （２）生態系とりまとめ(1/2)

  ：底質調査 

平成 27 年 2 月撮影 

大礫分 中礫分 細礫分 極粗砂分 粗砂分

中砂分 細砂分 微細砂分 シルト分 粘土分

鉄付岩 

③下代瀬

調査の視点 
A 河川形状や底質等の物理環境の変化の把握 

B 土砂流下に伴う動植物の変化の把握 

調査結果の概要 
A H25 から H26 年度で、特徴的な変化は見られない。 

B H25 から H26 年度で、特徴的な変化は見られない。 

②底質(2) 

①河川形状(2) 

①河川形状(1) 

第
１
次
水
位
低
下

平
成
22
年
4
月
～

第
２
次
水
位
低
下

平
成
25
年
6
月
～

③下代瀬（球磨川15.60km地点）：下流流水区間
左　岸 中　央 右　岸

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26

測量時水位, 9.84 

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300

標
高
（
T
.P
.m
）

川幅（m）

球磨川 横断比較図

平成16年3月

平成22年度（県）

平成23年度（県）

平成24年度（県）

平成25年度（県）

平成26年度（県）

距離標 15.60

15k6 

一年生草本群落

多年生広葉草原

単子葉
草本群落

ツルヨシ群落

オギ群落

その他の単子葉
草本群落

ヤナギ高木林

その他の低木林

落葉広葉樹林

常緑広葉樹林

植林地（竹林）

植林地（スギ・ヒノキ）

植林地（その他）

グラウンド等

人工構造物

自然裸地

基本分類名色見本

ヤナギタデ群落

植生群落名

開放水面

5009

ヨモギ－メドハギ群落 6004

セイタカアワダチソウ群落 6008

ツルヨシ群集

オギ群落

8001

9001

植生群落コード

ススキ群落 10041

オオタチヤナギ群落 12019

植栽樹林群 20010

メダケ群集 13009

ムクノキ－エノキ群集 14035

アラカシ群落 16002

モウソウチク植林 18001

マダケ植林 18002

スギ・ヒノキ植林 19001

人工裸地 25003

コンクリート構造物 26002

道路 26003

自然裸地 27000

開放水面 28000

カナムグラ群落 5025

クズ群落 13015

③植生 

：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

②底質(1) 

平成 27 年 2月 平成 21 年 11 月 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 21 年 11 月撮影） 

平成 23 年度 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 23 年度撮影） 
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２ ①下代瀬 （２）生態系とりまとめ(2/2)

調査年 H16 
H22 

（4月第1次水位低下） 
H23 H24 

H25 
（6月第2次水位低下）

H26 H27 H28 H29 H30 

流れの状態 流水状態  

付

着

藻

類 

種類 

細胞数 

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

調
査
な
し

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

2.3E+07

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

2.1E+07 2.5E+07

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

3.9E+07 7.2E+07

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

付着物量 

0.45 0.67

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

調
査
な
し

1.21
2.31

1.24

19.03

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

0.88 0.260.12 1.08

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

1.83
3.222.84 3.45

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a 

ﾌｪｵﾌｨﾁﾝ 

1.2 0.4

0

10

20

30

40

50

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

調
査
な
し

3.9

13.0

0.5 1.5

0

10

20

30

40

50

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

3.1
0.20.2 0.1

0

10

20

30

40

50

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

10.7

31.3

4.1 4.6

0

10

20

30

40

50

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

底

生

動

物 

種数 

(流水性) 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

調

査

な

し
0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

調

査
な

し
0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

魚

類 

種数 

ア
ユ

ア
ユ

ア
ユ

ト

ウ
ヨ

シ

ノ
ボ
リ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

調
査

な

し

ア
ユ

ア

ユ

オ

オ
ヨ

シ
ノ
ボ

リ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ア

ユ

オ

オ
ヨ

シ

ノ
ボ

リ

ア
ユ

オ
オ

ヨ

シ
ノ

ボ
リ

ト

ウ
ヨ

シ

ノ
ボ

リ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ア
ユ

ア
ユ

ア
ユ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ア
ユ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋
種
数

純淡水魚 回遊魚

春  夏  秋 春  夏  秋 春  夏  秋 春  夏  秋 

鳥

類 

種数 

27

23

35

23

0
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15
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35

40

春 夏 秋 冬

種
数

34

調
査

な
し

37

調
査

な
し

0
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40

春 夏 秋 冬

種
数

29

調
査

な
し

調
査

な
し

28

0
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30
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40

春 夏 秋 冬

種
数

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 
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２ ②荒瀬ダム

現段階
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２ ②荒瀬ダム

平成 27 年 4 月 22 日（みお筋部撤去後）

荒瀬ダム日放流量：99m3/s

荒瀬ダムの現況
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２ ②荒瀬ダム
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２ ②荒瀬ダム
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２ ③佐瀬野
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２ ③佐瀬野 
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・
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２ ③佐瀬野 （葉木：調査）

佐瀬野 

（補足地点） 

ダム直上流 

（補足地点） 

ダム直上流 

佐瀬野 

荒瀬ダム 

平成 27 年 2 月撮影 

：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

：投網

：定置網

：刺網

：セルビン

動物（魚類）

：調査地点

：定量採集地点

：定性採集地点

動物（底生動物）

：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ調査ﾙｰﾄ

：定点調査地点

動物（鳥類）

植物（植物相）

：調査ルート

：調査範囲

：ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ作成位置

底質（粒度組成）

植物（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法）

凡 例

：調査地点

植物（付着藻類）

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

魚類 春、夏、秋 ○ ○ ○

底生動物 春、冬 ○ ○

付着藻類 春、冬 ○ ○

ベルトトランセクト 夏

動物

植物

H28年度

底質 粒度組成 出水期後

調査項目

基盤
環境

河川物理環境
情報図

出水期後

11 3

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

鳥類
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○

魚類 春、夏、秋 ○ ○ ○

底生動物 春、冬 ○ ○

付着藻類 春、冬 ○ ○

ベルトトランセクト 夏

動物

植物

H27年度

底質 粒度組成 出水期後

調査項目

基盤
環境

河川物理環境
情報図

出水期後

11 3
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４ ③佐瀬野 （葉木：生態系とりまとめ(1/2)）

  ：底質調査 

⑧佐瀬野 

大礫分 中礫分 細礫分 極粗砂分 粗砂分

中砂分 細砂分 微細砂分 シルト分 粘土分

ヒラ岩 

一の瀬 

小又瀬 

二の瀬 

三の瀬 

②底質(2) 

①河川形状(1) 
第
２
次
水
位
低
下

平
成
25
年
6
月
～

第
１
次
水
位
低
下

平
成
22
年
4
月
～

調査の視点 
A 河川形状や底質等の物理環境の変化の把握 

B 流水環境への変化に伴う動植物の変化の把握 

調査結果の概要 

A H25 から H26年度で、みお筋部工事により、河川形状や底質が変化している。 

B H25 から H26 年度で、有機物の割合は春季に増加し、冬季は H25 で増加した高いレベルを維持している。また、流水性の

底生動物の種数が増加している。新たに露呈した寄州には、生育している植物が未だ少ない。

②底質(1) ①河川形状(2) 

平成 16 年 2月 平成 21 年 11 月 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 21 年 11 月撮影） 

平成 23 年 11 月 

15

35

30

25

20

標
高
（T
.P
.m
）

0 20 18040 60 80 100 120 140 160

距離（m）

アカメガシワ

アラカシ

河原(砂礫)

ススキ

シナダレスズメガヤ

セイタカアワダチソウ

シナダレスズメガヤ

ヤナギタデ

H27.2

20k350 

③植生(1) 

⑧佐瀬野（球磨川20.41km地点）：第２流水回復区間
左　岸 中　央 右　岸

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26

：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

③植生(2) 

:ダム湛水時の水面

一年生草本群落

多年生広葉草原

単子葉
草本群落

ツルヨシ群落

その他の単子葉
草本群落

落葉広葉樹林

常緑広葉樹林

人工草地

人工構造物

自然裸地

基本分類名色見本

ヤナギタデ群落

メヒシバ－エノコログサ群落

植生群落名

開放水面

5009

5014

オオイヌタデ－オオクサキビ群落 5010

オオブタクサ群落 5016

セイタカアワダチソウ群落 6008

ツルヨシ群集 8001

植生群落コード

シナダレスズメガヤ群落 10038

ススキ群落 10041

ヌルデ－アカメガシワ群落 14029

アラカシ群落 16002

人工草地 24000

構造物 26001

コンクリート構造物 26002

道路 26003

自然裸地 27000

開放水面 28000

オオオナモミ群落 5012

平成 27 年 2 月撮影 

平成 27 年 2月 

測定時水位, 19.37 

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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21
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23

24

25

26

27

28

29

30

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300

標
高
(T
.P
.m
)→

川幅(m)→

測点No.2 （20k410）

平成16年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

球 磨 川 横 断 比 較 図球 磨 川 横 断比 較 図

20k410 
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４ ③佐瀬野 （葉木：生態系とりまとめ(2/2)）

調査年 H16 
H22 

（4月第1次水位低下） 
H23 H24 

H25 
（6月第2次水位低下）

H26 H27 H28 H29 H30 

流れの状態 湛水状態 流水回復  

付

着

藻

類 

種類 

細胞数 

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

2.5E+07

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

付着物量 

1.00 1.40

4.97

8.26

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

0.53
1.61

3.80
2.39

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

0.51
3.00

1.82
3.66

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a 

ﾌｪｵﾌｨﾁﾝ 

2.4 4.0
0.8 0.9

0

10

20

30

40

50

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

1.6

6.2

0.5 0.9

0

10

20

30

40

50

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

1.2

36.7

0.6
3.1

0

10

20

30

40

50

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

底

生

動

物 

種数 

(流水性) 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

魚

類 

種数 

ア
ユ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

ア
ユ

ア
ユ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ア
ユ ア

ユ

ア
ユ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋
種
数

純淡水魚 回遊魚

春  夏  秋 春  夏  秋 春  夏  秋 春  夏  秋 

鳥

類 

種数 

20
23

28
25

0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

34

調

査
な

し

35

調

査
な

し
0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

30

調

査
な

し

調

査
な

し

34

0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

28

調
査
な
し

調
査
な
し

調
査
な
し

0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 
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２ ④百済木川 （流入部：調査） 

平成 27 年 2 月撮影 

：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

：投網

：定置網

：刺網

：セルビン

動物（魚類）

：調査地点

：定量採集地点

：定性採集地点

動物（底生動物）

：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ調査ﾙｰﾄ

：定点調査地点

動物（鳥類）

植物（植物相）

：調査ルート

：調査範囲

：ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ作成位置

底質（粒度組成）

植物（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法）

凡 例

：調査地点

植物（付着藻類）

35

30

25

40 40

25

30

35

NO.0
0K000M

0 1004020 60 80

40

25

30

35 35

30

25

40

NO.1
0K200M

0 1004020 60 80

25

40

30

35 35

30

25

40

NO.2
0K400M

0 1004020 60 80 120

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

魚類 春、夏、秋 ○ ○ ○

底生動物 春、冬 ○ ○

付着藻類 春、冬 ○ ○

ベルトトランセクト 夏

動物

植物

H28年度

底質 粒度組成 出水期後

調査項目

基盤
環境

河川物理環境
情報図

出水期後

11 3

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

鳥類
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○

魚類 春、夏、秋 ○ ○ ○

底生動物 春、冬 ○ ○

付着藻類 春、冬 ○ ○

ベルトトランセクト 夏

動物

植物

H27年度

底質 粒度組成 出水期後

調査項目

基盤
環境

河川物理環境
情報図

出水期後

11 3
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２ ④百済木川 （流入部：写真） 

【参考】 

基盤環境の変遷：百済木川流入部  

ゲート開放後（平成 27年 5 月撮影） ゲート開放後（平成 22年 6 月撮影） ゲート開放前（平成21年1月撮影） 

①

②

③

③

① ゲート開放前（撮影年度不明） ゲート開放後（平成 27年 5 月撮影） 

② ゲート開放前（撮影年度不明） ゲート開放後（平成 27年 5 月撮影）
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２ ④百済木川 （流入部：生態系とりまとめ(1/2)）

平成 27 年 2 月撮影 

40

35

30

25

20

標
高
（
T
.P
.m
）

0 20 40 60 80 100 120

距離（m）

アラカシ

マダケ

オ
オ
オ
ナ
モ
ミ

河原(礫)
ススキ道

路

オ
オ
オ
ナ
モ
ミ

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

H26.12

0k400 

  ：底質調査 

測量時水位, 22.85 

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

-20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130

標
高
(T
P
.m
)→

川幅(m)→

測点No.0 （0k000）

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

百済木川 横断比較図

0k000 

測量時水位, 24.81 

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

-20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130

標
高
(T
P
.m
)→

川幅(m)→

測点No.1（0k200）

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

百済木川 横断比較図

0k200 

大礫分 中礫分 細礫分 極粗砂分 粗砂分

中砂分 細砂分 微細砂分 シルト分 粘土分

⑪百済木川 

⑩荒瀬ダム百済木川流入部 

調査の視点 
A 河川形状や底質等の物理環境の変化の把握 

B 流水環境への変化に伴う動植物の変化の把握 

調査結果の概要 

A H25 から H26年度で、河川形状や底質が変化している。 

B H25 から H26 年度で、植物や付着藻類が変化しているが、動物は特

徴的な変化は見られない。 

②底質(1) 

②底質(2) 

①河川形状(2) 

①河川形状(1) 
第
２
次
水
位
低
下

平
成
25
年
6
月
～

第
１
次
水
位
低
下

平
成
22
年
4
月
～

平成 16 年 2月 平成 21 年 11 月 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 21 年 11 月撮影） 

平成 23 年 11 月 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 23 年度撮影） 

③植生(1) 

⑩荒瀬ダム百済木川流入部（百済木川№0地点）：百済木川湛水区間
左　岸 中　央 右　岸

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26

⑪百済木川（百済木川№1地点）：百済木川湛水区間
左　岸 中　央 右　岸

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26

：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

③植生(2) 

オオオナモミ群落 5012

単子葉
草本群落

ツルヨシ群落

その他の単子葉
草本群落

ツルヨシ群集

一年生草本群落

多年生広葉草原

落葉広葉樹林

常緑広葉樹林

植林地（その他）

果樹園

グラウンド等

人工構造物

自然裸地

基本分類名色見本

ヤナギタデ群落

メヒシバ－エノコログサ群落

植生群落名

開放水面

5009

5014

コセンダングサ群落 5013

セイタカアワダチソウ群落 6008

植生群落コード

植栽樹林群 20010

ヌルデ－アカメガシワ群落 14029

ムクノキ－エノキ群集 14035

アラカシ群落 16002

果樹園 21002

畑 畑地(畑地雑草群落) 22002

人工裸地 25003

構造物 26001

コンクリート構造物 26002

道路 26003

自然裸地 27000

開放水面 28000

8001

ススキ群落 10041

:ダム湛水時の水面

平成 27 年 2月 
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２ ④百済木川 （流入部：生態系とりまとめ(2/2)）

調査年 H16 
H22 

（4月第1次水位低下） 
H23 H24 

H25 
（6月第2次水位低下）

H26 H27 H28 H29 H30 

流れの状態 湛水状態 流水回復  

付

着

藻

類 

種類 

細胞数 

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

調
査
な
し

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

3.3E+07 2.4E+07

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

1.5E+07

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

1.5E+07

2.9E+04
春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

付着物量 

0.30

3.20

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

調
査
な
し

0.75 1.781.23
3.22

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

1.26 0.890.74 0.44

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

0.84 1.701.49 1.64

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

付
着
物
量
(m
g/
c
㎡
)

有機物 無機物

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a 

ﾌｪｵﾌｨﾁﾝ 

0.4 0.1
0

5

10

15

20

25

30

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

調
査
な
し

3.1

16.3

0.5 1.5

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

5.3 5.6

1.4 0.7

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

2.7

15.3

1.4
2.6

0

5

10

15

20

25

30

春 冬

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a及
び
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
（
μ
g/
c
㎡
）

クロロフィルａ フェオフィチン

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

底

生

動

物 

種数 

(流水性) 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

調

査

な

し
0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

調

査
な

し
0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

0

10

20

30

40

50

60

70

80

春 冬

種
数

流水性 止水性 不明

春   冬 春   冬 春   冬 春   冬 

魚

類 

種数 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

調
査

な

し

ア
ユ

ゴ
ク

ラ

ク
ハ
ゼ

ト

ウ
ヨ

シ

ノ
ボ
リ ア

ユ

ト
ウ

ヨ
シ
ノ

ボ
リ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ア

ユ

オ

オ
ヨ

シ

ノ
ボ

リ

ニ
ホ

ン

ウ
ナ

ギ

ア

ユ

ト

ウ
ヨ

シ

ノ
ボ

リ

ア

ユ

ト

ウ
ヨ

シ

ノ
ボ

リ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ア
ユ

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

ア
ユ

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

ア
ユ

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋

種
数

純淡水魚 回遊魚

ア
ユ

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

ア
ユ ア

ユ

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

春 夏 秋
種
数

純淡水魚 回遊魚

春  夏  秋 春  夏  秋 春  夏  秋 春  夏  秋 

鳥

類 

種数 （第２流水回復区間） 

20
23

28
25

0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

（第２流水回復区間）

34

調

査
な
し

35

調

査
な
し

0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

（第２流水回復区間）

30

調

査
な
し

調

査
な
し

34

0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

（百済木川流水回復区間）

22

調
査
な
し

調
査
な
し

調
査
な
し

0

5

10

15

20

25

30

35

40

春 夏 秋 冬

種
数

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 
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２ ※西鎌瀬 
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２ ※西鎌瀬
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２ ※西鎌瀬
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２ ※西鎌瀬 （調査）

平成 27 年 2 月撮影 

：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

：投網

：定置網

：刺網

：セルビン

動物（魚類）

：調査地点

：定量採集地点

：定性採集地点

動物（底生動物）

：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ調査ﾙｰﾄ

：定点調査地点

動物（鳥類）

植物（植物相）

：調査ルート

：調査範囲

：ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ作成位置

底質（粒度組成）

植物（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法）

凡 例

：調査地点

植物（付着藻類）

NO.17
24K160M

25

20

30

35

40

35

40

50 100 150 200-50 0

30

20

25

NO.18
24K410M

25

20

50 100 150-50 0 200

30

35

40

30

35

40

20

25

NO.20
24K910M

25

20

30

35

40

50 100 150 2000

40

35

30

20

25

NO.21
25K160M

25

20

30

50 100 150 2000-50

30

35 35

40 40

20

25
4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

魚類 春、夏、秋 ○ ○ ○

底生動物 春、冬 ○ ○

付着藻類 春、冬 ○ ○

ベルトトランセクト 夏

動物

植物

H28年度

底質 粒度組成 出水期後

調査項目

基盤
環境

河川物理環境
情報図

出水期後

11 3

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

鳥類
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○

魚類 春、夏、秋 ○ ○ ○

底生動物 春、冬 ○ ○

付着藻類 春、冬 ○ ○

ベルトトランセクト 夏

動物

植物

H27年度

底質 粒度組成 出水期後

調査項目

基盤
環境

河川物理環境
情報図

出水期後

11 3
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２ ※西鎌瀬 （生態系とりまとめ(1/2)）

0 

  ：底質調査 

測定時水位, 24.16 

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300

標
高
(T
.P
.m
)→

川幅(m)→

測点No.21 （25k160）

平成16年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

球磨川 横断比較図

25k160 

測定時水位, 24.02 

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300

標
高
(T
P
.m
)→

川幅(m)→

測点No.18 （24k410）

平成16年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

球磨川 横断比較図

24k410 

平成 21 年 11 月 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 21 年 11 月撮影） 

大礫分 中礫分 細礫分 極粗砂分 粗砂分

中砂分 細砂分 微細砂分 シルト分 粘土分

平成 16 年 2月 平成 23 年 11 月 

調査の視点 
A 河川形状や底質等の物理環境の変化の把握 

B 流水環境への変化に伴う動植物の変化の把握 

調査結果の

概要 

A 河川形状が毎年変化しているが、H25からH26年度も、変化している。。

B H25 から H26年度で、特徴的な変化は見られない。 

②底質(1) 

②底質(2) 

①河川形状(1) 第
２
次
水
位
低
下

平
成
25
年
6
月
～

第
１
次
水
位
低
下

平
成
22
年
4
月
～

杣ガ石 

クジラ石 

ウソ越岩 

鬼飛岩 

桜石 

藤ノ瀬 宮瀬 

鎌瀬 

①河川形状(2) 

③植生(1) 

⑬JR球磨川第一橋梁上流（球磨川24.41km地点）：第１流水回復区間
左　岸 中　央 右　岸

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26

⑭荒瀬ダム本川流入部（西鎌瀬）（球磨川25.16km地点）：第１流水回復区間
左　岸 中　央 右　岸

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 H23 H24 H25 H26

：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

平成 27 年 2 月撮影 
③植生(2) 

一年生草本群落

多年生広葉草原

単子葉
草本群落

ツルヨシ群落

その他の単子葉
草本群落

ヤナギ高木林

その他の低木林

落葉広葉樹林

常緑広葉樹林

植林地（竹林）

植林地（スギ・ヒノキ）

植林地（その他）

グラウンド等

人工構造物

自然裸地

基本分類名色見本

ヤナギタデ群落

植生群落名

開放水面

5009

オオブタクサ群落 5016

ヨモギ－メドハギ群落 6004

ツルヨシ群集 8001

植生群落コード

ススキ群落 10041

オオタチヤナギ群落 12019

植栽樹林群 20010

メダケ群集 13009

クズ群落 13015

ヌルデ－アカメガシワ群落 14029

ヌルデ－アカメガシワ群落(低木林) 14030

ムクノキ－エノキ群集 14035

アラカシ群落 16002

マダケ植林 18002

スギ・ヒノキ植林 19001

人工裸地 25003

コンクリート構造物 26002

道路 26003

自然裸地 27000

開放水面 28000

:ダム湛水時の水面

平成 27 年 2月 

⑭西鎌瀬 

⑬JR 球磨川第１橋梁上流 

20

40

35

30

25

標
高
（T
.P
.m
）

0 20-20 40 60 80 100 120 140 160

距離（m）

ヨモギ

スギ

ネムノキ

アカメガシワ

河原(礫)

コチヂミザサ

H27.2

25k100 
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２ 西鎌瀬 （生態系とりまとめ(2/2)）

調査年 H16 
H22 

（4月第1次水位低下） 
H23 H24 

H25 
（6月第2次水位低下）

H26 H27 H28 H29 H30 

流れの状態 湛水状態 流水回復  

付

着

藻

類 

種類 

細胞数 

調
査
な
し

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

3.5E+07

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞
数
密
度
（
C
e
lls
/
c㎡
）

緑藻綱 珪藻綱 藍藻綱

1.3E+07 1.4E+07

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06
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